
第１回 ボランティア活動推進協議会 専門部会検討結果 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１回協議会専門部会の論点】 

第 2 回協議会で課題ヒアリングシート・センターの現状と課題を共有し、「基本理念」「将来像」に新たに盛り込むキーワードについて具体的に検討する。 

資料３―２ 部会報告 
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①課題ヒアリングシート・センターの現状と課題の整理 

将来像・基本理念への組み込む概念・ワード 

■人と人とをつなぐ（A） 

■多世代・未来にはぐくむ（B） 

■世代間交流（B） 

 

【表記の際の留意点】 

子ども、中学生にも理解される言葉を使用 

 

運営方法（機能）で検討するワード 

■システム化・データ化（C） 

■プラットフォーム（D） 

■ブランチ機能（D） 

 

検討の結果、将来像・基本理念への反映ワード 

■将来像■ 
【あり方検討会提言】 

 区民活動の多様性を活かし、地域と共に歩むいたばし総

合ボランティアセンター 

 

【部会検討案】 

 区民活動の多様性を活かし、世代を問わず地域と共に歩

み未来をはぐくむいたばし総合ボランティアセンター 

 ＣＦ：～誰もが笑顔になるいたボラ～ 

 

③将来像・基本理念への組み込み 

■基本理念■ 
【あり方検討会提言】 

 一人ひとりがより良い日常を送るために、区民・団体・

法人に関わらず、それらの自主性に基づき、ボランティ

ア・市民活動を行うことを包括的に支援・推進することを

目的として設置する。 

 様々な分野の多様な団体等の協働を促すため、センター

が中心となり、ネットワークを構築し、社会性・創造性の

高い活動に寄与することを目指すものである。 

 

【部会検討案】 

 一人ひとりがより良い日常を送るために、区民・団体・

法人に関わらず、それらの自主性に基づき、ボランティ

ア・市民活動を行うことを支援することを目的として設置

する。 

 区民の暮らしを豊かにする様々な活動を推進するため、

センターが中心となり、ネットワークを強化し、人と人と

が安心してつながる「いたばし」をめざすものである。 

 

 

 

 

〇第 1 回ボランティア活動推進協議会専門部会を受けて今後見えてきた課題 

「（世代・分野・立場等様々な要素を含んだ）人と人をつなぐ仕掛けづくり」 

 

 

②分類から見えてきた課題やキーワード 

資料３―７（キーワード分類 盛り込み案） 

SDGs 目標 17 

パートナーシップで目標を達成しよう 
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